
北上川下流流域下水道施設，迫川流域下水道施設及び北上川下流東部
流域下水道施設に係る指定管理者の指定について

１ 施設概要
施設名 北上川下流流域下水道施設，迫川流域下水道施設及び北上川下流東部流域下水道

施設
所在地 石巻市蛇田字新〆切５－２，登米市石越町東郷字六反新田１４－２及び石巻市魚

町一丁目１－１

２ 募集期間
平成２０年８月１日から平成２０年９月１日まで

３ 応募団体（１団体）
石巻環境サービス株式会社

４ 審査日程
事前審査（書類審査・第一次審査） 平成２０年９月２日から平成２０年９月１２日まで
第二次審査（ヒアリング） 平成２０年９月１７日
最終審査 平成２０年１０月２０日

５ 審査方法
平成２０年１０月２０日に宮城県土木部指定管理者選定委員会を開催し，公の施設の指定

管理者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する選定基準により，下記の項目について
審査を行い候補者を選定した。

審査項目 審査の視点 配点
(1)計画の内容及び実現性 イ 募集要項に示した業務の計画への反映 １００点

ロ 計画内容についての手法等の的確性
ハ 計画内容についての具体性及びその実現性
ニ 計画内容についての独自性
ホ 経費の節減方法における工夫と実効性

(2)申請者の経歴及び能力 イ 申請者の経歴，業務実績，経営基盤の安定性 ６０点
ロ 業務責任者となる予定者の資格，経歴，業務
実績

ハ 業務主任者となる予定者の資格，経歴，業務
実績

ニ 業務を行うに当たっての組織体制
(3)支出計画 イ 管理に関する経費 ４０点
合計 ２００点

※（３）支出計画については各委員の評価の対象外とし，参考価格以上を０点，最低価格を４０点とし，その範囲内は
比例値で評価している。また，１者の場合は中間値の２０点としている。

６ 選定委員の氏名等
氏 名 所属・職

委員長 千 田 信 夫 宮城県土木部都市住宅局長
副委員長 藤 吉 信 之 宮城県土木部建設交通局長
委 員 八 島 淳 一 郎 弁護士
委 員 半 澤 信 行 宮城県土木部次長
委 員 高 橋 幸 夫 宮城県土木部次長
委 員 奥 谷 丈 宮城県土木部次長（技術担当）
委 員 村 上 修 二 宮城県土木部次長（技術担当）
委 員 柴 田 明雄 宮城県土木部次長（技術担当）

７ 採点一覧表

団体名 審査項目 委員 A 委員 B 委員 C 委員 D 委員 E 委員 F 委員 G 委員 H 合計 摘要
計画の内容及

石巻環 び実現性 ８５ ８６ ８４ ８４ ７９ ８４ ８２ ８６ ６７０ 指定管
境サー 申請者の経歴 理 者
ビス株 及び能力 ５６ ５６ ５６ ５６ ５６ ５６ ５６ ５６ ４４８ 候補者
式会社 支出計画

２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ １６０
合 計

１６１ １６２ １６０ １６０ １５５ １６０ １５８ １６２ １ ,２７８



８ 指定管理者候補者の提案価格（支出計画）３年間
支出総額 ３，１５７，５０１，８１１円

９ 指定管理者候補者
団体名 石巻環境サービス株式会社
代表者 代表取締役 青木 八州
所在地 石巻市鋳銭場５番２１号

10 指定期間
平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日

11 選定理由
指定管理者制度運用指針に定める「選定の視点」に基づき，土木部指定管理者選定委員会

において選定基準を定めた上で，事前審査（書類審査・第一次審査），第二次審査（ヒアリ
ング）及び最終審査を実施したところ下記のとおりであり，施設の管理運営を適切に実施し
得る団体として選定した。
計画の内容及び実現性については，「処理場施設の維持管理業務」において管理水準が高

く，「異常時，緊急時の対応」において危機管理体制が優れていると認められた。
申請者の能力については，本県の流域下水道施設に関する「業務実績」が豊富であり，「申

請者の組織体制」については管理運営を行う能力が高いと認められた。
支出計画については，経費節減の提案があり，施設の効率的な運営について妥当と認めら

れた。

12 指定管理者の指定
宮城県土木部指定管理者選定委員会の審査結果を踏まえ，上記９の指定管理者候補者を，

平成２０年１１月県議会の議決を経た上で，平成２０年１２月１６日に指定管理者に指定し
た。


